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はじめに
現実や社会のありようは，若者にとっていかなる
意味を持つのか。かつて「モラトリアム」と呼ばれ
たり，「ひきこもり」と言われたりする成熟を拒む
若者の存在が話題になった。彼らは社会の一員とし
て自立することを拒み，現実に背を向けていた。し
かし近年の経済状況は厳しく，自分で学費を負担す
る学生も決して珍しくはない。若者といえども，い
や若者こそ現実を知り，自身や社会の将来を意識す
る必要が理解され始めているようだ。
ビデオクリップ（ミュージックビデオ，プロモー
ションビデオ，PV，以下クリップ）は楽曲宣伝用
映像コンテンツで，10代以下の若者をターゲット
に制作されてきた。受容する若者たちの大半は学校
や大学に通い，経済的には自立していないと考えら
れる。保護者に扶養され，気ままに余暇を楽しむ事
が保証されている。しかしながら彼らに対し，社会
の問題，矛盾，不条理に目を開かせるようなコンテ
ンツもまた存在する。それは必ずしも明確なイデオ
ロギーを喧伝する政治的なプロパガンダではない。
だがアーティストやアイドルを魅力的に引き立てる
一般的なクリップとは趣が異なっている。
クリップの映像を図像学的に分析する試みは，す
でに90年代半ばから視覚文化（ヴィジュアル・カ
ルチャー）研究の分野で検討され1，筆者自身も
2004年から取り組んできた2。これまで視覚と権力，
動く身体，画中画，異国趣味という観点からクリッ
プと映画を検討してきた。いずれも視覚的なモティー
フや表現手法を手がかりとしてきた。しかしながら
日常的に消費されるクリップに何らかのメッセージ
を見いだすとき，その意味を社会的文脈から検討を
試みることは可能であろう。
本稿では社会に向けた主張をするクリップを見て
いく。主張の内容は多岐にわたるが，地球環境の危
機と戦争の犠牲，そして人種差別と貧困に分けて検
討する。そしてアーティスト自身がこれらの問題に
対し，いかなる位置に立っているのかを見る。そし
て差別と貧困のテーマを展望するために，音楽文化
にかかわる映画も検討する。
１ 地球の訴え 武器を握っている場合か
20世紀後半以降，公害，自然破壊，森林伐採，
地球温暖化など様々なキーワードで環境問題が意識
されるようになった。さらに環境を保全し，天然資
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Does video clip claim for political or social issues? How the artists represent their opinions in their clips? This
paper focuses on claims of clips on environmental issues, victims of the war and racism. Firstly we invest clips
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源を浪費しない生活スタイルを模索する傾向も強まっ
ている。大量生産大量消費に疑義を呈示しつつも，
政治的な主張を掲げるのではなく，身の回りででき
ることを実行する。それは若い世代にも受け入れや
すいと考えられる。
ブラーの「ケミカル・ワールド」（1993年）は，
林や芝生でくつろぐメンバーが歌い続けるというシ
ンプルな内容である3。後半，メンバーは明るい光
の下，芝生の上に両腕を伸ばしてあお向けに横たわ
る。上から俯瞰するカメラが上下し，空から眺める
かのような開放感がある。画面の色調が緑色で，エ
コロジーを意識させる。何かを告発するといった姿
勢は特に見られない。
ジャミロクアイの「カム・オブ・ジ・アース」
（ジェイソン・ノーシス監督，2001年）は，ボサノ
ヴァ風の楽曲だが，JayKはインディアン酋長のか
ぶり物で歌う4。羽根が生い茂った葉に見え，植物
と顔が一体化した中世のグリーンマンを想起させる
（図1）。大鷲とハスキー犬を従え，雪の積もる原野
を進む。植物と顔が合成され，歌う口が見える。雪
景色は寒そうであるが，豊かな自然の中にいる。
JayKを中心に展開しているので，自然や環境への
意識が明示されている。
ジャミロクアイのファーストシングル「ウェン・
ユー・ゴナ・ラーン」（モーガン・ローレイ監督，
1992年）は，演奏場面と環境破壊を告発する画像
を交互に映し出す5。砂漠や海，原野をパンし，鯨
の尾ひれ，洪水，網にかかったイルカ，アザラシの
赤ちゃんの潤んだ瞳に釘付けになる（図2）。さら
に後半では，槍で武装した人々が草原で戦い，鉄格
子をつかむ若者を背面から映し出す。森林保護を訴
え自然破壊を弾劾する歌詞は，挿入映像と同期する。
後半の紛争の光景は，文明の衝突によって原住民が
周縁に追い込まれる状況を象徴している。
ジャミロクアイの「エマージェンシー・オン・ザ・
プラネット・アース」（W.I.Z.監督，1993年）は，
宇宙船に乗り，珍妙な宇宙人とともに操縦するJayk
が地球の緊急事態を歌う6。衛星から捉えた地球や，
砂漠，海面などが映し出され，オゾン層の破壊や温
暖化を暗示しているようだ。後半では航行する宇宙
船や放射状に広がる光線（図3），地球のイメージ
も登場し，天体の衝突を想起させる。画面の印象は
20世紀前半のSF映画のような雰囲気だ。そして
「Tobecontinued（続く）」の文字が現れて映像は
終わる。ここでも地球の緊急事態は環境問題であり，
ジャミロクアイはそれに立ち向かうミッションがあ
ることを宣言するかのようだ。
マイケル・ジャクソンもまた，環境破壊や戦争，
紛争に対し，積極的なメッセージを発信し続けたアー
ティストであった。クリップの影響力を熟知してい
たマイケルは，環境問題，社会問題，国際平和をモ
ティーフにしたクリップを多数残している。
マイケル・ジャクソン「アース・ソング」（ニコ
ラス・ブランド監督，1995年）は，人類が繰り返
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図1 ジャミロクアイ「カム・オブ・ジ・アース」
2001年
図2 ジャミロクアイ「ウェン・ユー・ゴナ・ラー
ン」1992年
図3 ジャミロクアイ「エマージェンシー・オブ・
プラネットアース」1993年
してきた環境破壊や紛争の光景が次々と映し出され，
野生動物や熱帯雨林の樹木，そして多くの人々がマ
イケルの熱唱とともに悲嘆の声を上げているかのよ
うだ（図4）7。先に挙げたジャミロクアイの作品，
とくに「ウェン・ユウ・ゴナ・ラーン」とよく似た
内容であるが，映像のスケールは遙かに大きい。マ
イケルの姿は群像の中に埋没し，森林火災におびえ
る現地の少女が印象的である。地球の悲鳴に早急の
対策を呼びかける。1995年に世界各国で記録的に
ヒットした作品である。
1990年代には自然環境を意識することが一種の洗
練された生活様式と考えられ，健康と環境を持続させ
るLOHAS（lifestylesofhealthandsustainability）
というマーケティング用語も生まれた。しかしここ
に紹介したクリップは，流行としてのエコとは趣が
異なる。それは地球の終末を引き起こしかねない人
類ないしは文明を告発する姿勢が明白であるからだ。
1990年代は，世界各地で深刻な紛争が頻発した
事は，記憶に残っている。1989年11月9日のベル
リンの壁崩壊に象徴される冷戦体制の終焉は，東欧
諸国の民主化を進めたが，ボスニア・ヘルツェゴビ
ナやクロアチアでは民族対立による内戦が勃発した。
また1990-91年にはクウェートに侵攻したイラクと
アメリカを中心とする国連軍の間で湾岸戦争が発生
した。90年代に入ると衛星放送が普及し，国際紛
争の映像がほぼリアルタイムで放映されるようになっ
てきた。その時私たちの目に飛び込んでくるのは，
がれきの前にたたずむ住民や，爆撃や地雷などで傷
ついた子どもの姿である。第2次世界大戦以降，
ユーゴスラビア内戦までヨーロッパが戦場になるこ
とはなかった。おそらく戦禍に苦しむボスニアの人々
の姿は，欧米の人々やその尺度が内面化している私
たちにとっても重い痛みをもたらすように感じられ
るであろう。
ジャミロクアイ「トゥー・ヤング・トゥー・ダイ」
（W.I.Z.監督，1992年）は，血のように赤い夕焼け
空を背に十字架が並ぶ光景から始まる8。両腕を伸
ばして旋回させるJayK（図5）。飛び立つ鳥の群れ
と鉄条網，フェンスが交互に映し出される。青空を
背景に歌い始めるJayKの表情は険しい。ヘルメッ
トに似た帽子をかぶり，前傾姿勢を取りながら歌い
踊る。荒れ地を走るJayKからカメラが空を捉える
と，戦闘機の群れが蝟集する。少年たちの不鮮明な
写真が現れ，タイトル「死ぬにはあまりにも若い」
を想起させる。また地雷を示唆する場面があり，軽
やかに跳び回るJayKの姿に不安すら感じられる。
他のメンバーは登場せず，ダンスも戦場にいるかの
ような緊迫感がある。そして歌詞では戦争を引き起
こした政治家や指導者を糾弾している。
マイケル・ジャクソンの「ヒール・ザ・ワールド」
（ジョー・ピトカ監督，1991年）は，負傷して病室
に眠る幼い子どもの姿から始まる9。子どものナレー
ションが｢自分の子ども，子どもの子どもによりよ
い世界を残す｣と語り，戦争に巻き込まれたさまざ
まな子どもたちの姿が映し出される。戦場で縄跳び
をしたり，炎の上がる街を逃げたり，武器を手にし
ているらしきシルエットも見られる。武装した兵士
たちの表情に厭戦感が漂う。やがて戦車の周囲に子
どもたちが現れ，ボールを追い，跳びはねる。子ど
もの民族はさまざまで，その数は増えていく。つい
に兵士たち武器を放り投げ（図6），戦争の終結を
喜ぶ人々が踊る。キャンドルを持った無数の子ども
たちのコーラスに乗せたマイケルのパートも，最後
クリップの主張
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図5 ジャミロクアイ「トゥー・ヤング・トゥー・
ダイ」1992年
図4 マイケル･ジャクソン「アース・ソング」1995年
は子どものソロに代わる。この映像にはマイケル自
身は最後まで姿を現さない。主人公は世界で戦禍に
苦しむ子どもたちだ。マイケルは1985年の」ウィー・
アー・ザ・ワールド」10以来，歌によって人種差別，
環境破壊，子どもの苦境を解決しよと努めてきた。
現実を糾弾するよりはむしろ，人々が気づくべきこ
とと共有すべき未来を伝える映像である。
マイケル・ジャクソン「ゴーン・トゥー・スーン」
（ビル・ディナオ監督，1992年）は，血液製剤によ
るエイズ感染で夭折する子どもたちを悼んだ歌であ
る11。マイケルは薬害エイズ患者で周囲によって学
校から排斥されたブライアン・ホワイトの友人にな
り，彼の死を追悼するためにこの曲を作った。画面
には AIDSの見出しの新聞と夭折したと思われる
少年たちの写真や映像がランダムに現れる（図7）。
このクリップでは世を去った少年たちの遺影が淡々
と流れ，声高な主張はない。「ヒール・ザ・ワール
ド」と同じく，マイケルは映像に登場しない。また
未来の展望を予感させるようなモティーフも現れな
い。しかしながら薬害エイズは戦争にも似た理不尽
な災厄だ。マイケルは1993年にクリントン大統領
にこの歌とともにエイズ患者への支援を訴え，法令
の制定にも貢献した。
3件の映像は，戦争や企業と国家の過失によって
苦しめられ命を落とした子どもたちの存在を，まさ
に世界に伝えた。反戦の楽曲は数多くあるが，戦争
の当事者でなければ傍観されがちである。しかし子
どもたちの声なき声を代弁する楽曲と映像は，時間
を経ても強く訴える力を持っている12。
より日常的な設定の事例もある。ミック・ジャガー
「ゴッド・ゲイブ・ミー・エブリシング」（マーク・
ロマネック監督，2001年）は，回転するカメラや
アーティストの身体に取り付けたカメラによる映像
で，大量消費社会を風刺している13。消費社会のス
ピード感を，ミックの体に取り付けたカメラを使っ
て表現した。ミック，女性，レニー・クラヴィッツ
の3人がスーパー，レコード店，家電，精肉倉庫，
コインランドリー，駐車場などを歩き回る（図8）。
周囲が回転しているので，ショッピングどころでは
なく，追いかけられているかのようだ。時々教会の
ステンドグラスが現れるのは，神（Ｇod）の暗示で
あろうか。「神様は欲しい物を何でもくれた」と歌
うミックの表情は険しい。ここでは明確な批判や問
題は呈示されていない。戯画化されたアーティスト
たちの姿に，欲望に駆り立てられ，必要ない物を購
入する日常を思う人は多いであろう。
環境破壊や戦争，工業化社会のひずみを，楽曲宣
伝の娯楽映像がいかに捉えたかを見た。ジャミロク
アイは社会への異議申し立てを意識した楽曲と映像
で，自身のスタンスを明示する戦略で認知度を上げ
た。マイケルはスターダムに上り詰めた後，自分を
支持してくれた社会に貢献するために，さまざまな
チャリティーやキャンペーンに積極的に取り組んだ。
一貫して環境問題，子どもへの支援そして人種差別
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図7 同「ゴーン･トゥー･スーン」1992年
図6 マイケル･ジャクソン「ヒール・ザ・ワール
ド」1991年
図8 ミック・ジャガー「ゴッド・ゲイブ・ミー・
エブリシング」2001年
反対をテーマに活動を行ってきた。人種差別は，ア
フリカ系アメリカ人であるマイケルにとって，より
重要な問題であり，数々のクリップで主張している
ことは，改めて述べるまでもない。
２ 黒か白か それがどうした
人種差別は旧約聖書にも記された長い歴史を持つ
根源的な問題で，現代においてなお，世界各地で続
いている。アメリカ合衆国の白人至上主義や南アフ
リカのアパルトヘイトなどの人種差別は間違ってい
るという概念は共有していても，近隣に外国の人が
暮らしていることを好ましく思わない人はかなりい
るように思われる。グローバル化により先進国の住
民は多国籍化している事実に，あえて目を開こうと
しない傾向もある。ここで紹介するクリップと映画
は，アメリカ合衆国の黒人差別に焦点をあてたもの
である。まずクリップの事例を紹介し，次章で映画
を取りあげていく。
作品の検討に入る前に，1980年代初頭のクリッ
プ放映について記しておく。西寺（2015）によれば
音楽ビデオチャンネルMTVは，1981年の開局か
ら黒人アーティストのクリップを殆ど放映していな
かった。転機は1983年のマイケル・ジャクソン
「スリラー」からのシングル曲クリップの放映を実
現するようCBSが圧力をかけ，マイケルやハービー・
ハンコックをはじめとする黒人アーティストのクリッ
プが大ヒットを飛ばした14。MTVは有料放送であ
り，受信料を払うのは白人視聴者の両親や祖父母で
あった。保守的な親世代は子どもが黒人音楽を聞く
ことを嫌がるから，MTVは顧客確保のために黒人
クリップを排除した。アメリカの音楽ジャンルは人
種と結びつく傾向が強く，番組やレコード会社など
も棲み分けがはっきりしていた。しかし1983年に
黒人アーティストが新たな宣伝ツールであったクリッ
プで発信しはじめると，音楽ジャンルを超えた楽曲
が続々と登場した。
黒人以外のアーティストが人種差別を扱った例と
して，マドンナの「ライク・ア・プレイヤー」（メ
アリー・ランバート監督，1989年）がある15。こ
のクリップはドラマ仕立てで，冤罪に陥れられた黒
人青年を救うために祈るマドンナが中心である。真
犯人らしき白人男性は逃走。犯罪者は黒人と決めつ
ける固定観念や，燃え上がる十字架が暗示する白人
至上主義団体の暗躍など，道具立ては揃っている。
しかし映像の中心はひたすら祈るマドンナに奇跡が
訪れることで，終盤はゴスペルのコーラスとともに
盛り上がり，歌い踊りながらミュージカルのような
フィナーレとカーテンコールで幕を閉じる。事件の
結末は不明のままで，ゴスペルとの共演の導入に過
ぎないのかもしれない。マドンナはマイケルととも
にポップミュージックから人種の壁を撤去する努力
を惜しまないアーティストである。黒人，アジア系，
ヒスパニックなどのダンサーを登用し，早くから世界
を市場と意識している。ただこのクリップは映画のよ
うな設定を目指していた時期の事例で，差別に対して
何らかのメッセージを発信する意図は希薄のようだ。
すでに述べたように，マイケル・ジャクソンは，
人種差別に対し積極的に異議申し立てを試みてきた。
彼はアフリカ系アメリカ人であり，音楽活動の始ま
りは，黒人系ファミリーバンド「ジャクソン・ファ
イブ」であった。70年代初頭，テレビ番組とタイ
アップした白人の兄弟グループ「オズモンド・ブラ
ザーズ」の黒人版であった。10代初めとは思えな
いマイケルの歌唱力と兄弟たちの息の合ったパフォー
マンスで圧倒的な人気を獲得した。子ども時代に人
気者となったタレントが，大人になってスターであ
り続けることは非常に困難である。しかしマイケル
はアーティストとしての実力を伸ばし，1980年代
にアメリカを代表する存在になる16。そして従来の
ソウルグループのスタイルから脱皮していく。彼の
成功は，優れた楽曲とパフォーマンス，そしてビデ
オクリップの力による。「スリラー」（ジョン・ラン
ディス監督，1983年）の記録的な大ヒットは，14
分にも及ぶ破格のクリップがもたらした。これ以降，
マイケルはクリップに主張を持たせ始める。
「ザ・ウェイ・ユー・メイク・ミー・フィール」
（ジョー・ピトカ監督，1987年）は，夜の繁華街で
警官に職務質問される黒人青年たちのほぼ全員が前
科を答えている場面から始まる17。職も無く学校に
も行かず，昼間からたむろするスラムの若者たち。
通りかかったマイケルに老人が「自分らしくすれば
よい」と諭す。そこにスタイル抜群の美女が現れ，
マイケルは果敢に声をかけ，シャウトして歌い出す。
美女は挑発しながら逃げ，マイケルはダンスでアピー
ルしながら追いかける（図9）。不良たちはダンサー
でマイケルのダンスを盛り上げる。そして最後は2
人の抱擁で終わる。曲はダンサブルで映像のテンポ
クリップの主張
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も良い。むしろ冒頭の場面が余分で，曲が始まって
からのバージョンが放映されていた記憶がある。し
かし犯罪者と決めつけるような職務質問も，いざこ
ざを繰り返す若者も多くの黒人が置かれている現実
を反映し，老人の言葉はそうした若者たちに向けら
れているかもしれない。彼らは男女に分かれて集団
を作り，女性グループは黒人，ヒスパニック，アジ
ア系で構成されている。世界ツァーを展開するマイ
ケルは，もはやブラックミュージックの範疇を超え
る存在だ。勇気を持って行動すれば未来は開くこと
をマイノリティに訴える意図が読み取れる。
「BAD」（マーティン・スコセッシ監督，1987年）
は，モクロで寄宿舎を映し出す18。休暇に入る寄宿
学校から生徒たちがそれぞれの地元に帰省する。たっ
た一人の黒人生徒ダリルは担任に「期待している」
と声をかけられ，電車を乗り換えてハーレムの実家
に帰る。近所の友人たちは教育を受けず職もなく，
恐喝に手を染めている（図10）。ダリルは恐喝を拒
否し「本物のBAD（かっこよさ）」を顕現させる。
ここで映像はカラーになり，地下鉄駅で多くのダン
サーとともに迫力あるダンスを展開する。映像の伝
える力を認識し，上昇するステップを外す若者たち
に届ける意図があるのだろうか。消火栓の放水はよ
く見られるモティーフだが，ここでは音が効果的に
使われている。ダンス場面が終わり，地元の仲間が
去った後，画面はモノクロに戻り，ダリルも高校生
の姿になるが孤独である。脚本は高等教育を受けた
黒人青年が犯人と誤解されて殺害された実話に触発
された。教育は上昇の鍵であるが，それを得たため
に地元のつながりを失う。マイノリティであるが故
の悲しい現実である。なおこの映像はハーレムで撮
影され，集まった野次馬の罵倒に，マイケルはおび
えたそうだ。
「マン・イン・ザ・ミラー」（ドン・ウィルソン監
督，1987年）は，世界平和に貢献した人物と大量
虐殺の責任者の写真や映像が次々と登場する19。そ
の順序はランダムで，キング牧師，ジョン・F・ケ
ネディ大統領， ロバート・ケネディ上院議員，マ
ザーテレサ，ジョン・レノン（図11），ガンディー
など差別と戦い平和に貢献した先人と，ヒットラー，
アミン大統など大量虐殺の主犯，そしてレーガン大
統領とゴルバチョフ書記長が登場する。歴史映像を
編集し，公民権運動や暗殺，紛争など人類の歴史を
両面から写す。マイケル自身はまったく登場しない。
この映像では差別にとどまらず，人類の愚行が集め
られている。大量虐殺は差別がひき起こす悲劇であ
り，過激な映像素材を使って告発している。
「ブラック・オア・ホワイト」（ジョン・ランディ
ス監督，1991年）は，10代以下の音楽好きが喜び
そうな導入だ20。夜遅くまで大音響でヘヴィメタル
を聞きベッドの上で跳びはねる少年。階下のリビン
グでプロ野球観戦中の父親が激怒してやめさせるが，
懲りない少年はヴォリューム最大のアンプにつない
だエレキギターの爆音で父親をアフリカの草原へ飛
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図9 マイケル･ジャクソン「ザ・ウェイ・ユー・
メイク・ミー・フィール」1987年
図10 同「BAD」1987年
図11 同「マン・イン・ア・ミラー」1987年
ばしてしまう。「帰ってきたらパパかんかんよ」と
母親。そしてサバンナに着地した父親の前で，マイ
ケルがマサイ族とともに踊る。ダンスとともに場面
はインディアンと騎兵隊の戦い（おそらく西部劇の
撮影），タイの女性ダンサー，ムンバイのすさまじ
い往来でインド人ダンサーと，そして雪のモスクワ
でコサック兵たちとマイケルは踊り続ける。さらに
戦火を思わせる炎や，自由の女神の松明の上で踊り
は続く。映像に差別が直接登場することはない。世
界各地のダンスと共演するマイケルのダンスはすべ
て同じである。その次のパートが，この映像の中心
である。それはマイケルから始まり，さまざまな人
種の若い男女の顔をモーフィングで次々に呈示する
のだ（図12）。明らかに異なる顔だが，瞬時に変化
するとどこかに共通する部位が見つかる。顔の骨格
や肌の色，髪の色，目鼻立ちなど，次々に変化して
いくと，黒人も白人もアジア人も関係なく，人間の
顔は同じだとさえ思えてくる。まさにタイトル「黒
か白か」に答えを出している。実際，長い年月とと
もに混血が進み，純粋な民族や人種は存在しない。
翼のある子どもたちが地球を天空から眺めている
CGも登場し，冒頭のドラマとともに，子どもがター
ゲットに想定されている映像だと思われる。
「JAM」（マイケル・ジャクソン ＆デヴィッド・
ケロッグ監督，1992年）は，がらんとしたバスケッ
トコート上部のガラス窓が外から飛んできたボール
で割れる場面から始まる21。カメラは屋外に出て荒
れ地をかなりの早さで移動する。カメラは複雑に揺
れるので足に取り付けているのかもしれない。荒廃
した空き地と体育館が映され，黒人選手がひたすら
シュートを打つ。バスケットのディフェンスの動き
に重なるように，マイケルがステップを踏む。バス
ケット界のスーパー，スター，マイケル・ジョーダ
ンが共演している（図13）。彼の動きはダンスのよ
うに美しく，映像の大半を占める。マイケルは，シュー
ト ドリブル，ディフェンスのようなステップで踊
る。映像の終わりで2人は互いに技を教え合って
いた。映像は黒人の高い身体能力を讃美するかのよ
うである。ラッパーも登場し，ヒップホップ22導入
を宣言している。暗く荒れたコートは貧困を連想さ
せるが，バスケット，ダンス，ラップが一つのリズ
ムに同期している様をむしろ誇らしく見せている。
ジェイZの「99プロブレムズ 」（マーク・ロマ
ネック監督，2004年）は，アーティストの故郷で
あるニューヨーク州ブルックリンのスラムで撮影さ
れた23。モノクロ映像でジェイが住んでいた家と街
のあちこちを次々と映し出す（図14）。最初の方に
銃をもった手と目出し帽の人物が写り，強盗だとわ
かる。ともかく怖いシーンの連続で，ブルックリン
を歩き回るジェイZとリック・ルービン（ポン引き
の役）がさまざまな人物に遭遇する。ブレイクダン
ス，娼婦，バスケット，刑務所で写真を撮られる黒
人，葬式，ジェイの死を知る弁護士，射殺されるジェ
イ，そして大柄の男性ダンサーのダンス。おそらく
ジェイの育った日常の列挙であろう。内容は物騒だ
が明るいのは，ジェイに愛嬌があるからかもしれな
い。クリップでアーティストが殺されてしまうのは，
殆ど例がないだろう。そのインパクトのおかげで，
本作品は高く評価された。
クリップの主張
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図14 JayZ「99プロブレムズ」 2003年
図12 同「ブラック・オア・ホワイト」1991年
図13 同「JAM」1992年
レフトフィールド（アフリカ・バンバータ）24の
「アフリカン・ショックス」（クリス・カンンガム監
督，1998年）はニューヨークで撮影され，無機質
な高層ビルのそびえる大都会を舞台にしている25。
都心を歩くアフリカ・バンバータは，痩せた腕と脚
を露出させ，よろめきながら何かにとりつかれたよ
うに，ひたすら歩き続ける（図15）。速いテンポの
楽曲，悲痛な叫び，焦燥感に満ちたバンバータの表
情が，緊迫感を強める。さらにバンバータの手足は，
歩くにつれ崩壊していく。路地裏ではブロック・パー
ティーが開かれ，ブレイクダンスも見られる。しか
しバンバータは四肢が陶器のように砕けても，ひた
すら進み続ける。
手を破損しながら進むアフリカ・バンバータ。ブ
ロック・パーティー，ブレイクのパフォーマンスを
横目に，バンバータがゾンビのように彷徨する悲痛
な映像である。自動車と接触しても，彼は死なない
のである。通行人が声をかけるので，彼の姿は目に
見えるのであろうが，四肢が砕け落ちる姿に，誰も
手をさしのべない。この「さまよえるユダヤ人」の
ような姿は，現代社会から見えにくい，あるいはあ
えて顔も見ようとしない弱者の象徴かもしれない。
ここに取りあげたクリップは，差別について，さ
まざまな示唆を与えている。人類が積み重ねてきた
愚行とそれに対する戦いは，「マン・イン・ザ・ミ
ラー」の記録映像がフラッシュバックさせる。差別
された者の貧困や過酷な現実は「99プロブレムズ」
が，その閉塞感は「アフリカショックス」が伝えて
いる。また差別されている立場の人々に上昇する道
を促す「ザ・ウェイ・ユー・メイク・ミー・フィー
ル」と「BAD」，誇りを持たせる「JAM」,そして
人種や民族の違いという意識に風穴を開ける「ブラッ
ク・オア・ホワイト」。これらは決してプロパガン
ダでもドキュメンタリーでもないが，差別に対する
メッセージを特に若い世代に伝えている。また黒人
問題を表象する場は，ニューヨーク（ハーレム，ブ
ルックリン）であることも分かった。さらに黒人問
題に関連した映画にも着目していく。
３ 正しい事をせよ
スパイク・リーはアメリカを代表する黒人映画監
督である。彼は1980年代後半から長編映画を発表
し，1989年の「ドゥー・ザ・ライト・シング」で，
高い評価を受けた26。俳優や音楽家などパフォーマ
ンスの分野で活躍する黒人は数多かったが，映画監
督，特にハリウッドでは先駈けであった。この映画
では主人公も演じている27。猛暑の日に，ブルック
リンの黒人街で暴動が起こるまでを描いた，黒人に
よる黒人のための映画である。1992年の「マルコ
ムX」は，1965年に暗殺された黒人解放運動のリー
ダーマルコムXの伝記映画である。黒人の置かれた
状況を映画化した後，解放の先駆者の生涯を映画と
いう形で広く世界に伝えた。まずこの2作から，
見ていく。
「マルコムX」は200分を超す大作で，主演はデ
ンゼル・ワシントンである。物語は1943年のボス
トンで始まる。牧師の子に生まれたマルコム・リト
ルは高い知性を持ちながら，黒人であるがために高
等教育を受けられず，ギャングの仲間になり窃盗や
強盗を行っていた。やがて逮捕され，白人女性と交
際していた罪で懲役10年を宣告される。マルコム
は刑務所でネイション・オブ・イスラム（ブラック・
モスレム）の教えに啓発され，出所後はマルコムX
と改名し，ブラック・モスレムのスポークスマンと
してカリスマ的な支持を得る。やがてリーダーの堕
落を知り決別。自らが中心となって，過激な黒人解
放運動を組織する。その行動は公安当局も監視する
ようになり，1965年2月21日に暗殺される。
キング牧師が率いた公民権運動は非暴力を原則と
したが，マルコムの主張は，白人を黒人の簒奪者と
して激しく糾弾し，対決姿勢を標榜する（チャプター
1）。マルコム自身が幼いときに白人至上主義者の
迫害を受け，父は黒人が自分たちの国家をアフリカ
に作るべきだと説いていた（チャプター3）。
奴隷としてアフリカから新大陸に連れてこられる
以前，黒人はイスラム教徒であったはずだと，ブラッ
ク・ムスリムは説いた。黒人が誇りを持ち，自分た
ちが何者であるのかを意識する機運の高まりとも同
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図15 レフトフィールド アフリカ・バンバータ
「アフリカン・ショックス」1998年
期して，60年代後半以降は黒人が自分たちを肯定
的に捉えるようになった。たとえば元世界ヘビー級
チャンピオンのボクサーモハメド・アリは，マルコ
ムの感化もあり，ネイション・オブ・イスラムに改
宗しカシアス・クレイから改名した。1974年にザ
イール（現コンゴ）のキンシャサで行われた彼のス
ピーチは，白人ボクサー，ジョージ・フォアマンと
の対戦前であったので，黒人の誇りを炸裂させて痛
快である28。
映画冒頭部と中盤に，印象的な場面がある。それ
は1940年代にマルコムが危険な薬品を使って頭髪
にストレートパーマをかける場面である（チャプター
2，10，図16）。「白人のような髪になる」と，男性
も床屋で行ったが，非常に高温になり，慌てて水を
かけている。2度目では断水のため，他の家のトイ
レに入り込んだところを空き巣の容疑で逮捕される。
黒人自身の身体的特徴を受け容れられなかった時代
がうかがわれる29。やがて黒人が自分らしさを模索
した70年代初頭，縮れた髪を長髪にした，いわゆ
る「アフロヘア」が流行する。黒人音楽番組「ソウ
ルトレイン」で，司会者，出演アーティスト，ダン
サーからスタジオの観客まで，殆どがアフロヘアの
時期がある30。番組のスポンサーも黒人用整髪料や
化粧品であり，70年代に黒人市場が形成されてい
たことが分かる。
「ドゥー・ザ・ライト・シング」は，ブルックリ
ンで黒人暴動が起きた1日を描いている31。主人公
ムーキー（スパイク・リー）は，イタリア系アメリ
カ人サルのピザ屋で働く。サルの息子ヴィトは好意
的だがピノは差別主義者である。店の客は殆どが黒
人だ。その日来店したパキン・アウトが，イタリア
系スターの写真しか飾られていない店内に，黒人ス
ターの写真も飾るべきだと抗議して諍いになる。ま
た巨大ラジカセを鳴らすラジオ・ラヒームに苛立っ
たサルがラジカセを壊して騒然となり，出動したア
イルランド系警官によってラヒームが窒息死してし
まう。この事態に黒人たちは怒りを爆発させ，暴動
に発展する。翌朝，サルの店はがれきの山と化し，
消沈してたたずむサルに，ムーキーは給料を請求す
る。
ラジオ・ラヒームは巨大ラジカセからパブリック・
エナミーの曲を大音響で流しながら街を歩き回る。
巨体で無表情で対話を拒否する印象が強いが，ムー
キーたちとは普通に友人関係を結んでいる（図17）。
当時最先端であったヒップホップに心酔した若者と
言える。パキンは黒人解放運動を知っており，「政
治的に正しい」主張として黒人スターの写真を要求
したのだろう。店主のサルにとっては「自分の店」
でありイタリアンを供するのにふさわしいディスプ
レイだろう。常連客も殆ど気にとめない。店が地域
に溶け込んでいて，街の憩いの場として定着してい
るから，ある種の公共性を持つといても，パキンの
主張に賛同する者はいなかった。しかし彼がボイコッ
トをすることで，店の雰囲気がとげとげしくなった。
舞台となったブルックリンの黒人居住区は，そこ
に暮らす人々全員が貧困から抜け出せない現実をそ
れぞれ受け容れていた。一人一人が潜在的に抱える
差別意識は，通常表面化しなかった。不満を紛らわ
せるために白人はつまらぬ優越感に浸って自身を慰
め，黒人もコンビニを営む韓国人夫婦に英語の発音
指導をするラジオ・ラヒ－ム（チャプター10）の
ように，さらなる弱者を見付ければ同じ事をする。
そして黒人も白人も被差別意識をため込んでいる。
連日の猛暑で空調のない街全体が苛立ち，些細なきっ
かけが容易にトラブルを発生させる。前半部にイタ
リア系，ヒスパニック，黒人，韓国人，ユダヤ人が
自身の誇りと他のエスニックグループのここが許せ
ないとスピーチする場面が，戯画的にそれぞれの本
クリップの主張
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図16 ストレートパーマ『マルコムX』1992年
図17 ラジオ・ラヒームとムーキー『DotheRight
Thing』1989年
音を明らかにしていて興味深かった（チャプター
7）32。
サルは長年黒人街で営業し，地域住民に親しまれ
るピザ屋を誇りにしていた。店を支えるムーキーや
常連客に対して，差別的な態度は示していない。ムー
キーとサルの息子で人種差別主義的なピノの関係は，
憎み合ってはいないが，「黒人はアフリカに帰れ」，
「チンパンジー」など侮蔑的な発言が一方的になさ
れた33。ムーキーは黙って取り合わない。80年代後
半だから低次元な発言なのかと思ったが，2014年
に欧州サッカー場で黒人選手を侮辱するためにバナ
ナを投げつける事件が発生した34。これはピノの罵
詈を地で行く行為で，情けないと同時に不満を差別
で紛らわせる人間の弱さが見いだされる。
この街の良識を体現する人々も丁寧に描かれてい
る。高齢の女性マザー・シスターはアパートの窓か
ら街を見守り，人々に適切な助言をして尊敬されて
いる。彼女に袖にされ続ける老紳士メイヤーは，最
後に無残な焼け跡を見て泣き崩れるマザー・シスター
をしっかりと支える。ベンチの黒人男性たちはおしゃ
べりしながら街を見守り，気の利いた忠告もする。
ムーに「Dotherightthing（正しいことをしろ。
それだけだ。）」と諭す。おそらくこの言葉が，後半，
ムーキーにゴミ箱をウィンドウに投げつけさせ暴動
の口火を切らせたのだろう。彼らはパキンの挑発に
ははっきりと異議を示したが，暴動に向かう黒人た
ちを止めることはなかった。むしろ彼ら自身も怒り
を共有していた。
地域FM局のDJは，場面の雰囲気に合った選曲
で物語を進行させていく。朝一番に猛暑に触れ，注
意喚起して，ゆったりいたジャズやソウルを流す。
逆に決起を呼びかけるようなレゲエは，暴動を報じ
る新聞の見出しとともに流れる（チャプター4）。
ここでは人々が暑さに対抗するためにかき氷を食べ
たり，消火栓を開けたりして牧歌的である。暴動は
夜に起こったので放送はなく，朝になって焼け跡に
DJの語りが流れる。
画面にはヒップホップ文化の浸透が至る所に見ら
れる。冒頭の映像は，パブリック・エナミー「Fight
thePower」に乗せた戦闘的なダンスが登場する。
暑さを演出するために建物の壁は朱赤や黄色に塗ら
れ35，白チョークの落書きが賑やかな青い路上に映
える。ラップ，ダンス，グラフィッティ（落書き）
は，ヒップホップの主たる要素36であり，映画全体
が街角ないしはストリートで完結している。
90年代末期になるとヒップホップは黒人文化の
枠を超え，全世界に拡大していく37。しかしヒップ
ホップが黒人性と男性性を強調する性格を持つため，
非黒人あるいは非男性がヒップホップに携わる場合，
黒人あるいは男性の模倣から出発せざるを得ない38。
「8マイルズ」（2002年，カーティス・ハンソン
ン監督）は，白人ラッパー，エミネム39の自伝映画
で本人が主演している40。ラッパー志望の白人青年
B・ラビットことジミーは，デトロイト中心部の荒
廃した地区である8マイルズロードの内側に暮ら
していた。プレス工場に通勤する間もリリックを練
り，練習に余念がないが，MCバトルでは場の雰囲
気にのまれ，一言も発せず敗退する。母と幼い妹の
暮らすトレーラーハウスに居候し，諍いが絶えない。
ただしジミーは友人には恵まれ，彼らに背中を押さ
れてラッパーへのチャンスをつかむ。工場で出会っ
たモデル志望の女性アレックスもジミーを応援する。
そして最後に大きなバトルで圧倒的な声援を受けて
勝利する。
ストーリーは明快だが，90年代末期の貧困およ
び都市の荒廃を丹念に描き，そこから出ようとする
強い意志を伝える。もはや人種と経済力や社会的地
位は相関せず，ジミーはプレス工場で黒人監督のも
とで働く。友人たちと深夜に乱暴運転で街に繰り出
し，あちこちに車をぶつけ，果てはゴミを集めて燃
やし火事を起こす（チャプター6，9）。警察が取り
締まっている気配もない。また対立する黒人ラッパー
の襲撃を受け，ピストルで脅されたり，仲間が暴発
で負傷したりと，穏やかではない（チャプター7，
10）。ラップやダンスのバトルは，無駄な抗争や暴
力を回避するために考案されたが，現実は厳しい。
1997年には，当時最も人気の高かったラッパー，2
パックとノートリアスB.I.G.がともに凶弾に倒れた
ほどである41。
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図18 ３－バトル『8マイルズ』2002年
本作で重要なのは，エミネムがラップそしてヒッ
プホップを「黒人限定」からより普遍的なものにし
たことだ。すでに述べたようにラップは黒人性と男
性性を強調し，ゲットーのギャングスターとして自
己を語るスタイルが求められる42。しかしヒップホッ
プが全世界で人気を得ている以上，ラップが黒人男
性の専有物ではなくなっていく。エミネム以前にも
ビースティーボーイズなどの白人ラッパーはいたが，
音楽スタイルの引用にとどまっていた。
しかしジミーは東海岸・西海岸ではなく自分たちデ
トロイトのラップを作り出す意識を明確に持ってい
た（チャプター6）。終盤の黒人ラッパー3人との
バトルで，相手はたくましい肉体が露出するランニ
ング姿で黒人性を誇示する。一方ジミーはラビット
を名乗り白さを強調し，機知に富んだリリックで相
手を圧倒し，観衆の声援で勝負がつく。その時黒人
ラッパーが私立学校に通った良い家庭の育ちである
ことを揶揄して，ギャングスターの仮面を剥がす。
ジミーはラップを「自身の声」とした。
今や各国語のラップが存在し，世界中の人々が自
分の言語でリリックを紡ぐ。そうなった過程は,千
差万別であろう。新しいストリートカルチャーを追
いかけ，そのスタイルを模倣し，やがて自らの声と
して展開させていく。イアン・ゴンドリーが日本の
ヒップホップ研究で明らかにしたように，ヒップホッ
プ文化はグローバリゼーションの波に乗って拡大し
ていくと同時に，各地域の言語を使って，自分たち
の文化に変換する43。
3件の映画は，20世紀中期，末期そして21世紀
初頭の差別と貧困を主題として，黒人解放運動，暴
動，そして表現によって現状を変革する闘いを描い
ている。先章で取りあげたクリップは，短編映画並
の「BAD」でも断片的な表象から差別や貧困をあ
らわすにとどまっていた。しかし映画はより明確な
物語によってそれぞれの時代の姿をより緻密に描出
する。なお3件の映画は，ジャズとヒップホップ
という黒人音楽の主要ジャンルを効果的に用いてい
ることも付記しておく。
おわりに
本稿では社会に対して異議を申し立て，訴えかけ，
行動を促すクリップ17点および映画3点を取りあ
げた。クリップは本来楽曲の宣伝が目的であるが，
楽曲そしてアーティストと一体化してそのメッセー
ジを伝える強力なメディアでもある。マイケル・ジャ
クソンは環境や紛争，薬害そして人種差別に対する
発言を全世界に伝える手段にクリップを選んだ。
80年代は放映される映像を見るか録画をして再生
するだけで，一つ一つの映像を丁寧に見ることは出
来なかったが，DVDやYouTubeのおかげでコン
テンツとして現在もそして将来にもメッセージが伝
えられるようになった。
2章と3章の検討から，80年代以降のヒップホッ
プの興隆が浮かび上がった。人種差別に抗議するの
みならず，自ら闘って優位に立つ攻撃性が，瞬く間
に広く支持され，今や全世界に普及している。ロー
カルな文化がメインストリームとなって行く過程を
たどることが出来たと同時に，摩擦やヒップホップ
が内包する差別的な姿勢も垣間見た。
クリップや映画の主張は政治色があっても政治的
な行動を直接促すものではない。むしろとう問題の
当事者ではない「圏外」の人々，つまり私たちを含
めた受容者の意識にはたらきかける。報道や社会問
題にあまり関心がない場合でも，情緒的に反応して
印象づけられる。それはすぐに消え去るものかもし
れないが，その痕跡は記憶の底に沈殿し，いつか何
らかの刺激によって浮上するかもしれない。21世
紀に入ってなお，むしろこれから環境や紛争そして
差別と向かい合う局面が想定される。そのときクリッ
プや映画のシーンが参照され，言及され，共有され
る事になるだろう。
1 90年代に入るとそれまで美術の範疇に入らな
かった商業的な画像や映像などを視覚文化あるい
は表象として分析する動きが顕著になった。従来
の美術史や映画研究に比べ，作品の社会的政治的
文脈やジェンダーに着目する立場を取る。美術史
における「ニューアートヒストリー」とも関連す
る。MIRZOEFF,N.,Bodyscape,London,1995,
chap.3,esp.pp.129-130（マドンナのクリップ
分析）；FRECCERO,C.,PopularCulture:an
Introduction,NewYork,1999=カーラ・フレッ
チェロウ,『映画で分かるカルチュラル・スタディー
ズ』（ポップカルチャー研究会 訳），フィルムアート社，
2001年，pp.24-49;KEAZOR,H.,WOBBENA,
T.,Rewind,Play,FastForward:thePast,
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Presentand Future ofthe Music Video,
Bielefeld,and2011（近年の研究を収録）。
2 鼓，「まなざしの転位 :視覚文化における見る
者と見られる者の関係をめぐって」，『富山大学教
育学部紀要』58号,2004年，pp.241-251；同，
「走る，跳ぶ，荒れる－映像があらわす動く身体
の意味」，『富山大学教育学部研究論集』7号，
2004年，pp.133-142；同，「画面の中の画面－
異次元をつなぐ表象をめぐって」，『富山大学教育
学部研究論集』8号，2005年，pp.95-105；同，
「旅するクリップ－映像時代の異国趣味をめぐっ
て」，『富山大学人間発達科学部紀要』1号，2006
年，pp.261-271。
3 DVD『ブラー ザ・ベスト・オブ』，東芝EMI，
2000年，第6曲。
4 DVD『Jamiroquai/HighTimessingle1992-
2006』,Sony,2006年,第21曲。
5 DVD，『HighTimes』第1曲。
6 DVD，『HighTimes』第4曲。
7 DVD『マイケル・ジャクソン/ヴィジョン』ソ
ニーミュージック，2010年，Disc2 第13曲，
解説p.28。
8 DVD，『HighTimes』第2曲。
9 DVD，『ヴィジョン』Disc2,第5曲，解説p.
23．このDVDのバージョンにはマイケル自身の
「人々を癒やすために曲を作った」というメッセー
ジと地球にバンドエイドをはるアニメーションが
冒頭に加わっている。
10 マイケル・ジャクソンとライオネル・リッチー，
インシー・ジョーンズが中心となって，アフリカ
の飢餓と貧困を救うために行ったキャンペーン
USAフォーアフリカによる楽曲。45名のアーティ
ストが参加し，世界的にヒットした。西寺郷太，
『マイケル・ジャクソン』，講談社現代新書2045，
2010年，pp.100-104．なおこのイベントがアメ
リカの音楽界にもたらした変化について，西寺郷
太，『ウィー・アー・ザ・ワールドの呪い』NHK
出版新書，2015年，pp.99-131。
11 DVD『ヴィジョン』Disc2,第9曲，解説p.25。
12「ヒール・ザ・ワールド」を講義で取りあげた
中で最も好きなクリップに選ぶ学生は必ずいる。
鼓，「映像コンテンツ受容の推移2002～2013:
「マルチメディア表現論Ⅰ」と「メディアコミュ
ニケーション概論」の課題から」，『富山大学人間
発達科学部紀要』9号（1），2014年,pp.255-267,
特にpp.264-265。
13 DVD，『マーク・ロマネック ベストセレクショ
ン』，アスミック，2005年，第7曲。
14 西寺 2015，pp.84-94。クリップ放映は楽曲
のプロモーションを大いに促進した。放映開始直
後は，英国系バンドがツァーをしなくても映像美
によって人気を博した。しかし黒人アーティスト
は最初その手段を使うことができなかった。
15 DVD,『マドンナ インマキュラータコレクショ
ン』1990年，第 8曲。MIRZOEFF 1995,pp.
128-130;鼓 2004，p.243，本文および註12。
16 西寺 2010，pp.13-96。マイケルは自作曲を
歌うアーティスト活動を始めるためにレコード会
社を移籍し，発言力を高めていった。西寺 2015，
pp.41-43,55-61。
17 DVD,『ヴィジョン』Disc1第8曲，解説，p.
11。
18 DVD，『ヴィジョン』，Disc1第 7曲，解説
pp.10-11。
19 DVD,『ヴィジョンz』Disc1，第 9曲，解説
pp.12-13。
20 DVD,『ヴィジョン』Disk2第1曲，解説，
pp.19-20。
21 DVD，『ヴィジョン』，disc2,第4曲，解説,
pp.22-23。
22 谷口 眞生子，「ヒップホップについての諸要
素-ブロンクスからイタリアへと-」，『大阪音楽大
学研究紀要』49，2011年，pp.53-63特に55-57。
23 DVD,『ロマネック』，第1曲。
24 谷口 2011,pp.54，57。
25 DVD，『クリス・カニンガム ベストセレクショ
ン』，アスミック，2003年，第5曲。
26 DVD，『ドゥーザライトシング』，ジュネオン・
ユニバーサル，2012年。
27 DVD，『マルコムX』，パラマウント・ホーム・
エンタテインメント・ジャパン，2006年。
28 DVD,『ソウル・パワー』，アップリンク，2011
年，特典映像。アリ対フォアマンの決戦にあわせ
て，キンシャサで開催されたアフリカ系アメリカ
人とアフリカ人による音楽祭の記録映画。ジェー
ムス･ブラウンをはじめとするアメリカのアーティ
ストたちは，アフリカ回帰の感化もあり，皆非常
に喜んでいた。トラブルもあったが，音楽祭その
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ものは意義深い物だった。
29 吉田藍，「スパイク・リー作品における黒人女
性像」，『総合政策論集』8，2009年,pp.155-173,
特にp.156。
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近いので，差別的な言動をすると指摘した。フレ
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治と文化翻訳―日本のヒップホップから―」，『ソ
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『差別』表現の解釈－」，『ポピュラー音楽研究』
11，2007年，pp.3-17特に3-7。
40 DVD『8マイルズ』，ジェネオン・ユニバーサ
ル，2011。
41 暗殺事件は未解決。映画『ノートリアスB.I.G.』
（2009年，ジョージ・ティルマンJr.監督）に詳
しい。DVD『ノートリアスB.I.G.』,20世紀フォッ
クス・ホーム・エンターテイメント・ジャパン，
2011年。
42 栗田 2007,pp.4-6；堀 2013，pp.57-59。
43 イアン・ゴンドリー，上野俊哉監訳,田中東子・
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